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            講師プロフィール

天野 礼子（あまの れいこ）

１９５３年、京都市生まれ。

同志社大学在学中の１９歳より釣りを始め、国内外の川、湖、海辺を年に百日釣り歩いた。

１９８８年より文学の師・開高健を会長にし、長良川河口堰建設反対を国会に持ち込み、

“川とダム“を問う一大国民運動に育て上げた。

その後、「川を再生するには森を生きかえらせることが必要」と、森から材を出す「社会システ

ム」をつくり直す提案を各地でする一方、２００４年からは、京都大学の提唱する「森里海連

環学」を広めるための活動を展開。

２００８年には、養老孟司を委員長に「日本に健全な森をつくり直す委員会」を立ち上げた。

また、これからの日本人が暮らし方、生き方を地域から実践するためのモデルづくりを、藻谷

浩介らと島根県高津川流域で続けている。

２０１６年はついに、環境省が「森里海連環学」を採用し、９月には養老孟司を委員長に、環

境省内に、「森里川海大好き！ 読本」編集委員会が立ち上がるに至り、委員の一人となってい

る。

著書は、『日本一の清流で見つけた未来の種』（中央公論新社）、『林業再生?最後の挑戦』

（農文協）、『石油に頼らない――森から始める日本再生』（養老孟司らとの共著、北海道新聞社）、

『有機な人びと』（朝日新聞社）、『日本の名河川を歩く』（講談社＋α新書）、『ダムと日本』

（岩波新書）など多数。



４月２２日・「シニア自然大学校」講演レジメ

                                  天野 礼子

              「健全な森をつくり直す」とは？

２００８年に、養老孟司先生と、「日本に健全な森をつくり直す委員会」を設立しました。

この講座の主宰者である田中 克先生もその委員のお一人です。

なぜ、「つくる」ではなく「つくり直す」会なのかと、よく聞かれます。

第二次大戦後の日本は、戦争から無事帰ってきた男たちが、戦火で焼かれた家をつくり

直し、子をつくって、復興しました。その時、成長の早いスギ、ヒノキ、カラマツの人工

林を、日本全土に大造林したのです。しかし、それが大急ぎでなされたために、きちんと

したプランがないままに進められたのです。

また、それらの木々がまだ育たないうちに、住宅用の木材が足りなくなり、アメリカな

どからの輸入に頼って住宅がつくられるという「社会システム」がつくられてしまったた

め、日本林業が衰退してしてしまい、大造林されていたスギ、ヒノキ、カラマツなどの“手

入れ”がなされずに放置されていたという状況が、２００３年くらいまで続いていたので

す。

２００３年に林野庁の一部の人達がこれではいけないと気づき、「新流通・加工システム」

という予算がつくられ、翌２００４年には「新生産システム」もつくられました。

これまでは外国の木材を挽いていた製材所に日本のスギを挽かせ、山に作業道もつけて、

材が出してこられるようにするということが、戦後の大造林より４０数年もたってからよ

うやくなされ始めたのです。

私達の「日本に健全な森をつくり直す委員会」は、こういうことをようやくでもやり始

めた林野庁を応援し、２００９年には「森林・林業再生プラン」が農林水産省によってつ

くられることにも協力してきました。

今日は、このことを詳しくお話すると共に、私が、これからの自分の最後の“大仕事”

と考えている「“森里川海連環”思想」を広めることについてもお話をしたいと思います。




